


1、企業概要1、企業概要

棗荘中聯水泥有限公司は中国聯合水泥集団有限公司の中心企業の1つであり、2004年に中国建材集団に

加盟し、中国建材集団の香港H株に上場している主体構成員企業となった。公司の敷地は54万m2、2013年の

固定資産は90930万人民元、年間生産高は77475万人民元、税引前利益は10845万人民元、現有従業員は

810名である。公司は予熱発電を付帯する新型乾式セメント生産ラインを3本有し、臨沂沂東中聯水泥有限公

司の全株式を保有し、年間にセメント、クリンカを600万トン生産し、年間発電量は1.2億kWhであり、CO2の排出

約10万トンを削減している。国の1万社省エネ低炭素活動企業の1つとして、「第12次五か年計画」期間に省エ

ネ目標を確実に達成するため、資源節約型、環境友好型企業を構築し、企業の調和のとれた発展を促進して

いる。このため企業管理を全面的に強化し、省エネ措置を厳しく実行し、低炭素経済を強力に発展させることが

企業の歩むべき道となっている。GB/T 23331『エネルギー管理システム 要求事項』はエネルギー管理標準で

あり、その最終目標はエネルギー消費を削減し、エネルギー利用効率を高め、省エネ排出削減を促進し、企業

のエネルギー管理の枠組みとなる基礎と方向性を与えるものである。



2、具体的実践及び方法2、具体的実践及び方法

全体的枠組み、公司は企業自らのエネルギー管理の特徴に基づき、『エネ

ルギー管理システム 要求事項』（GB/T 23331-2012）を拠り所とし、関連要求

事項を各持ち場の実際の作業の中に徹底させ、改善された原則的文書及び

基本準則を構築、実施、保持、持続し、内外の関係者に対する約束を実践す

る。

システム及び工程策定、資源提供 方針、計画、ポリシー

エネルギー設計 エネルギー調達、受入、貯
蔵 使用 予熱/余剰エネルギー回収及び利
用

エネルギー監視、統計、
分析、評価及び改善

 

  
 

 
 



2、具体的実践及び方法2、具体的実践及び方法

2.1仕組みを健全化し、責任を明確にし、考課に落とし込む

公司は公司総経理をリーダーとする省エネ指導チームを立ち上げ、省エネ事務室を設立し、エ

ネルギー管理責任者を招聘し、専任、兼任担当者を配置し、幅広い従業員の中から20名の省エ

ネ監督員を選任し、各階層のエネルギー管理責任を明確化し、エネルギー管理担当者の職務能

力を厳格に規定し、関係者の職位説明書を作成し、職位説明を厳守してエネルギー管理担当者

を採用し、完全なエネルギー組織体系を構築し、持ち場責任を明確化している。さらにエネルギー

利用状況及び消費エネルギーの種類について、それぞれ石炭、水、電力の専門エネルギー管理

制度、エネルギー使用管理規定、エネルギー割当及び奨励規則、エネルギー消費統計台帳、エ

ネルギー計量及び統計報告制度、各種エネルギー指標の要求事項等を修正、整備し、エネルギ

ー使用目標責任管理を推進し、上から下まで階層分けし、持ち場及び個人に落とし込み、各部門

と省エネ目標責任書を締結している。企業のエネルギー調達、消費統計台帳について確実に月3

回総括し、月1回分析し、不十分な点を洗い出し、経験を総括し、改善し、向上させ、省エネ賞罰資

金を積極的に活用し、厳格に節約を奨励し、消費超過を罰し、従業員のエネルギー節約に対する

積極性を高めている。



2.2技術センターを設立し、産学研の協力を展開し、省エネ活動を促進する

公司は自らの技術的強みを拠り所とし、2012年に企業技術センターを組織し、各規則制度

及び各種作業手順を定め、技術革新専用資金を設立し、現在まですでに科技革新資金累計

5000万人民元を投入し、持続可能な発展を強力に保障している。棗荘市企業技術主管部門

市レベル企業技術センターの認定検収に合格した。また、企業は技術センターを基礎として「

複線化」人材技術発展メカニズムを実施し、企業の人材育成の基礎を固めた。さらに済南大

学、棗荘学院等と協力パートナー関係を結び、「産、学、研」協力プロジェクトを展開し、新製

品開発及び技術改造、技術革新過程において積極的に意見交換し、多くの技術的経験を蓄

積し、技術力を充実させた。2009年から2013年までの間に相次いで17の技術革新項目にお

いて全国セメント業界、中国建材集団、山東省建材協会等技術革新賞を受賞した。科学技術

をすみやかに生産力に転化し、学院理論と公司の実践を有機的に結びつけ、公司の省エネ

ルギー潜在力をさらに掘り起こし、たえず公司のエネルギー効率管理レベルを高めている。

2、具体的実践及び方法2、具体的実践及び方法



2、具体的実践及び方法2、具体的実践及び方法

2.3エネルギー計量管理を細分化し、エネルギー数値制御プラットフォームを建設する

公司のエネルギー計量作業のさらなる精密化を確保するため、公司はGB17167—2006『エネル

ギー使用事業単位エネルギー計量器具配備及び管理通則』及びGB24851-2010『建築材料業界

エネルギー計量器具配備及び管理要求事項』に基づき、公司のすべてのエネルギー計量器具を

全面的に整理診断し、関連資格を有する機関に委託して現場評価を行い、表面化した不適合に

ついて、標準要求事項にしたがいすみやかに是正した。エネルギー計量管理細則を定め、企業独

自のエネルギー計量管理体制を構築し、電力系統自動計量制御データセンター、原炭及びその

他の原料、完成品出荷の無当直化自動計量システムを相次いで計画、実施した。現在、公司エネ

ルギーデータセンター建設の暫定計画はすでに完成している。また、公司は計量専門担当者の育

成を強化し、適格計量専門人材チームを立ち上げ、企業の省エネ消費削減のために科学的エネ

ルギー計量データを提供し、エネルギー計量の基礎的作業を保障し、計量保証能力評価システ

ム文書を調製し、計量保証確認「C」を取得した。2013年に公司は棗荘市セメント業界で初の「山

東省エネルギー計量ベンチマークモデル企業」の称号を得た企業となった。



2、具体的実践及び方法2、具体的実践及び方法

2.4エネルギー効率ベンチマーキングを実施し、省エネ余地を掘り起こす

公司のエネルギーの状況を全面的に把握し、企業の生産能力レベル及び効率の状況を明確

化するため、公司はエネルギー管理モデルを積極的に刷新し、率先して中聯山東地区においてエ

ネルギー効率ベンチマーキング活動の実施を提唱し、生産能力利用率、標準炭消費、電力消費、

エネルギー購入価格、経済効果、混和材添加量等あらゆる面から比較を行い、その中から自らの

欠点を洗い出し、積極的に改善している。さらに自身のベンチマーキングを基礎として、外部ベン

チマーキングプラットフォームを積極的に追求し、国際的セメントエネルギー効率ベンチマーキン

グツールを組織的に学習している。山東省経

貿委が組織したセメント企業エネルギー効率

ベンチマーキング活動、棗荘市政府省エネ事

務所が組織した棗荘地区セメント業界エネル

ギー効率ベンチマーク会議に相次いで参加し

た。省エネ潜在力を掘り起し、公司のエネル

ギー使用効率及びエネルギー管理レベルの

向上を促進している。



2、具体的実践及び方法2、具体的実践及び方法

2.5省エネの広範な宣伝、重点的省エネ訓練

公司はネットワーク、宣伝欄、班・組会議等を十分に利用して、省エネ排出削減の重

大な意義を広範に宣伝し、省エネ活動室を立ち上げ、省エネ活動を積極的に展開して

いる。対外的には、棗荘市省エネ宣伝ウィーク活動に組織的に参加し、棗荘日報、中

国建材報、市、区テレビ局等のニュースメディアを通じて、公司の省エネ排出削減活動

の状況、企業が社会的責任を積極的に負い、調和のとれた企業を構築するという目標

を外部に向けて宣伝し、対内的には、「省エネ月間活動」、「私の省エネ排出削減策」、

「省エネに関する名案」活動を実施し、省エネ排出削減標語コンクールを開催し、優秀

な省エネ排出削減標語を公司の宣伝用標語として選定し、省エネ技術コンテスト及び

省エネ知識コンクールを開催し、省エネ法規、省エネ技術訓練を実施し、従業員の省エ

ネ意識を強化している。従業員が積極的に山東省エネルギー管理師訓練に参加し、そ

の試験を受験することを奨励し、現在すでに11名がエネルギー管理師資格証書を取得

している。またさらに、専門家を招聘して講座を開き、対外的技術交流活動を展開し、

公司のエネルギー管理レベルを高めている。



3、主な効率及び効果3、主な効率及び効果

棗荘中聯水泥有限公司はエネルギー管理システムプラットフォームを拠り所として、省エネ低炭素活動を実

践している。セメントのエネルギー消費原単位は2010年の102.88kgce/tから2013年の92.81kgce/tまで低下し、

GB16780-2012のセメントのエネルギー消費原単位98 kgce/tの要求事項よりはるかに低く、余熱回収発電

32776.62万kwhを実現した。2013年の平均煙塵排出濃度は23mg/m3であり、50 mg/m3の国家標準よりはるかに

低く、二酸化硫黄排出濃度は30 mg/m3であり、200 mg/m3 の国家標準よりはるかに低く、窒素酸化物排出濃度

はわずか600mg/m3であり、800mg/m3の国家標準より大幅に低く、二酸化炭素排出削減は10万トンであり、棗荘

市で総合順位1位であった。

2009年 2010年 2011年 2012 年 2013年

kgce/t 103.81 102.88 100.01 96.8 92.81

余熱回収発電量万 7394.56 11174.8 11866.2 10361.18 10549.24

省エネ量（万トン標準炭） 3.04 4.05 5.39 4.08 4.18

単価（人民元/ トン標準炭）
894 901 1032 851 636

節約コスト（万人民元）
2717.76 3649.05 5562.48 3472.08 2658.48

項 目 2009 年 2010年 2011年 2012年 2013年

セメントのエネルギー消費
原単位

103.81 102.88 100.01 96.8 92.81

kwh 7394.56 11174.8 11866.2 10361.18 10549.24

3.04 4.05 5.39 4.08 4.18

894 901 1032 851 636

2717.76 3649.05 5562.48 3472.08 2658.48

棗荘中聯水泥有限公司の単位あたりのエネルギー
消費の変化及び省エネ排出削減達成状況
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3、主な効率及び効果3、主な効率及び効果



3、主な効率及び効果3、主な効率及び効果



４、総括評価４、総括評価

棗荘中聯水泥有限公司は「資源を正しく利用し、サービスを構築する」というビジョン目標

を見据え、エネルギー管理システムプラットフォームを拠り所として、エネルギー利用監査、エネ

ルギー効率検査等の方法を用いて企業のエネルギーの現状を全面的に診断し、エネルギー効

率ベンチマーキング、技術革新、クリーン生産等によって絶えずエネルギー、資源利用効率を高

め、省エネ排出削減を推進し、産学研の協力を樹立し、新たな工程、装備、材料の更新改造を

推進し、ハイレベル、最先端、精鋭の専門的省エネ人材意識を育成し、省エネ排出削減技術改

造専用資金を設立し、省エネ技術改造プロジェクトを計画実施している。省エネ低炭素による発

展の持続的活動を絶えず実践し、低炭素製品認証を取得している。エネルギー管理システムの

運用以降、公司は相次いで全国セメント業界省エネ排出削減基準達成コンテスト優勝企業、中

国建材集団省エネ排出削減の星、低炭素山東貢献事業単位、山東省エネルギー計量ベンチマ

ークモデル企業、棗荘市10大省エネモデル企業等の栄誉を獲得している。


